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平
成
二
三
年

一
〇
月

一
日
～

一
一
月
三
〇
日

第

一
九
回
企
画
展

や
ま
が
た
の
古
墳
時
代

今
年
度

の
企
画
展
は
、
「
や

ま

が

た

の
古

墳

時

代
」

を

テ
ー

マ
に

一
〇
月

一
日
か
ら

一
一
月
三
０
日
ま
で
開
催

い

た
し
ま
し
た
。

期
間
中
に
は
記
念
講
演
会

や
ギ

ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
開

伴
し
、
多
く
の
方
に
ご
来
館

い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
企
画
展
で
は
、
や

ま
が
た
の
古
墳
時
代
前
期
か

ら
後
期
ま
で
全
体
に
わ
た

っ

て
、
集
落
と
古
墳
の
関
係
や

そ
の
変
遷
を
順
を
追

っ
て
見

て
行
き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
じ
県
内

で
も
地

域
に
よ

っ
て
占
墳
文
化

の
内

容
が
異
な
る
こ
と
も
と
ら
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

関
係
各
機
関
よ
り
ご
協
力

を

い
た
だ
き
開
催
し
た
企
画

展
も
十

一
月
三
０
日
で
無
事

開
展
致
し
ま
し
た
が
、
今
回

展
示
の
中
で
、
と
り
わ
け
来

館
者

の
目
を
引

い
て
い
た
の

が
八
幡
山
遺
跡

の
石
製
模
造

品
の
よ
う
で
し
た
。

こ
れ

は

県
指

定

文

化

財

で
、　
一
八
〇
点
以
上
も
の
石

製
模
造
品
を
山
形
大
学
博
物

館
以
外

で

一
挙
に
公
開
し
た

の
は
、
今
回
が
初
め
て
で
し

た
。

（

山
形
県
内
で
古
墳
と
い
え

ば
、
南
陽
市
に
あ
る
稲
荷
森

占
墳
が
有
名
で
す
。
全
長
９６

メ
ー
ト
ル

で
県
内

最
大

で

す
。
常
設
展
示
に
写
真
パ
ネ

ル
は
あ
る
の
で
す
が
、
こ
の

た
び
は
古
墳

の
模
型

（
‰
）

を

お
借

り
す

る

こ
と
が

で

き
、
展
示
致
し
ま
し
た
。

や
ま
が
た
で
は
現
在
の
と

こ
ろ
、
占
墳
時
代
の
幕
開
け

は
４
世
紀
前
葉
頃
の
上
師
器

の
使

用
か
ら
古
墳
時

代

に

入

っ
た
事
が
分
か

っ
て
い
ま

す
。
古
墳
で
は
方
墳
や
前
方

後
方
墳
が
、
前
方
後
円
墳
に

先
行
し
て
出
現
し
、
前
方
後

円
墳
や
円
墳
が
大
型
化
、
や

が
て
小
規
模
に
な

っ
て
い
き

ま
す
。
ま
た
遺
跡
は
、
当
時
の
生

業
主
体
が
水
田
稲
作
に
あ
る

た
め
、
最
上
川
や
そ
の
支
流

の
流
域
で
あ
る
盆
地
や
平
野

に
分
布
す
る
も
の
が
ほ
と
ん

ど
で
す
。

集
落
遺
跡
か
ら
は
古
墳
時

代
の
生
活
の
移
り
変
わ
り
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
古

墳
時
代
の
堅
穴
式
住
居
は
前

期
か
ら
後
期
に
か
け
て
平
面

形
が
方
形
で
す
。
中
期
頃
に

な
る
と
住
居
の
中
に
カ
マ
ド

が
付
き
ま
す
。
カ
マ
ド
の
使

用
と
と
も
に
、
甑

（
こ
し
き
）

が
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
甑
は
今
で
い
う
蒸

し
器
の
よ
う
な
役
割
の
土
器

で
、
「
蒸
す
」

と
い
う
調
理

方
法
が
定
着
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。

同
時
に
必
や
小
型
の
高
坪

な
ど
が
多
量
に
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
食
生
活
の
変
化

が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

▲ 企画展示の17子

―

最
上
川
流
域
の
古
墳
と
集
落
―

▲ 企画展ギャラリートークの様子

′言やあ最ちМ冦蕎‐企 :

][専 i 言[]: 震:
:尽 紹た F響 究層 記 :

日高信機 うと憾禿羹:
目       をな )寅 言

だき会 :
だ 交  平 言

::::°
薦 旨言

i● |||11,,,■ 11111●■,11111111111,,■ ■■■,,111111111111,■ ■,■,,111111111i



■

彎

資
料
館
で
は
多
く
の
体
験
学
習
を
行

っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
多
く
の
方
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
番
人
気
の
勾
玉
作
り
は
、
年
３
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

学
校
団
体
の
体
験
学
習
で
も
数
多
く
行

っ
て
い
ま
す
。

☆

句
王
作
＝
　
　
　
　
　
　
　
☆

石
器
作
＝

滑
石
を
使
用
し
た
勾
玉
作

り
体
験
が
で
き
ま
す
。
当
館

の
体
験
学
習
の
中
で
圧
倒
的

な
人
気
が
あ
り
ま
す
。

勾
玉
の
形
を
整
え
た
ら
水

ヤ
ス
リ
を
使

っ
て
磨
き
あ
げ

ま
す
。

頁
岩
や
黒
曜
石
を
使

っ
て

石
匙
な
ど

の
石
器
を
作
り
ま

す
。石

を
加

工
す
る
た
め
に
使

用
す
る
鹿
の
角
や
、
出
来
上

が

っ
た

石
器

の
切
れ

味

に

び

っ
く
り
で
す
。

翻̈
¨̈̈ 資

料
館
の
体
験
学
習

´
、

開催期

5月下旬
8月中旬
|1月 3日
(年 3回 )

☆

弓
矢
作
＝

縄
文
時
代
の
弓
矢
に
は
イ

ヌ
ガ
ヤ
な
ど
の
素
材
が
使
わ

れ
ま
す
が
、
当
館
の
体
験
学

習
で
は
、
竹
な
ど
身
近
に
あ

る
素
材
を
使

っ
て
弓
矢
を
作

り
ま
す
。
自
分
で
作

っ
た
弓

矢
で
の
試
射
も
人
気
で
す
。

★

火
起
こ
し
体
験

CT)⌒

企画展一小室
が
リ
ニューアルレを‘

幅諏鉤枷蜃”難けば制

山

呻

ｖ
こ
し
体
験

が
で
き
ま

す
。
開
館

中
な
ら
常

時
体
験
可

能
で
す
。

企
画
展
示
室
に
大
型
の
展

示
ケ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
こ
の
年
度
末
に

改
装
致
し
ま
す
。

平
成

二
四
年
度
当
初

に

は
、
新
し
い
展
示
ケ
ー
ス
で

の
展
示
を
行

い
ま
す

の
で
、

ぜ
ひ
ご
来
館
下
さ
い
。

」̈一．　嶼̈̈
¨̈

第

一
九
回
企
画
展
示
図
録
兼
概
説
書

『
や

ま
が
た
の
古
墳
時
代
―
最
上
川
流
域
の
ム
ラ

と
古
墳
―
』

の
頒
布
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。
当
館
の
こ
れ
ま
で
の
企
画
展
示
図
録
も

好
評
頒
布
中
で
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
当
館
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
Ｌ

五
二
―
二
五
八
五

企画展 展示図録兼概説書
『やまがたの古墳時代

―最上川流域のムラと古贋―』

やまがたの古墳時代がよくわかる

概説害

▲ ケース設置前の企画展示室



おススメ散策コース (徒歩移動編)

所要時間 約 70分    ( )|ま見学時的 具安

置賜遺跡めぐり(番夕ヽ)おススメ散策コース (自家用車移動編)

所要時間 約 80分
移動時間
は目安です( )は見学時間の目安

員
料
館
周
辺
の
史
跡

・
遺
跡

ｍ　ｍ
網
　
ｍ
＞

∞
臥
分
静
め

紳
蔭
緩揃
”
館

―
石
―
清
↓
当

分
　
，

０
　
分

１

　

０

約
　

１

拗
罐
分
讀

館

約 ５

σ

‘

富

４
家
３
洞

約
達
約
向

当
↓
伊
―
日
―

三 国道 13号

| |

lP達家の葛

ヽ
日向洞目から
車で約 3分

源福寺古墳群
まほろば音の里
歴史公園

日向廠

ヽ
当釘から
車て約 12分

嘗霊3'。分猫②宮
大②宮 υ

国道 113号   至 官城県

情水前古墳
当館から
車て●14分

国道 399号   至 イ冨島県

ぶ
ど

つヽ

ま

つ

常
設
展
示
、
古
墳
時
代

の

コ
ー
ナ
ー
に
子
持
勾
玉
が
あ

り
ま
す
。

子
持
勾
玉
は
勾
玉
の

一
種

で
、
大
き
な
勾
玉
の
周
り
に

小
さ
な
勾
玉
型

の
突
起
が
た

く
さ
ん
付

い
て
い
る
の
が
特

徴

で
す
。

漏
嗜
や
翡
翠
製
な
ど
の
装

身

具
的

要
素

の
強

い
勾

玉

は
、
古
墳
か
ら
出
土
す
る
こ

と
が
多

い
で
す
が
、
子
持
勾

玉
は
古
墳
か
ら
出
土
す
る
こ

と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
集
落

跡
か
ら
見

つ
か
り
ま
す
。

こ
の
出
土
状
況

の
連

い
と

特

異

な
形

態

か

ら
、

呪
術
的
な

こ
と
に
使

わ
れ
て
い
た

の
で
は

な

い
か
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

展
示
し
て
い
る
子

持
勾
Ｉ
は
下
槙
遺
跡

か
ら
出
上
し
た
も
の

で
す
。
上
下
が
欠
損

´

し
て
い
ま
す
が
、
残
存
部
分

の
状
態
か
ら
、
少
な
く
と
も

６

つ
の
突
起

（
小
形
勾
玉
）

が
あ

る

こ
と
が
分

か
り
ま

す
。
滑
石
製
で
、
こ
の
遺
跡

か
ら
は
他
に
琴
柱
形
石
製
品

も
出
土
し
て
い
ま
す
。

古
墳
時
代
、
下
槙
遺
跡
に

住
ん
だ
人
々
は
、
子
持
勾
玉

を
使

っ
て
ど
ん
な
ま
じ
な
い

を
や

っ
て
い
た
の
か
気
に
な

る
と
こ
ろ
で
す
。

下
槙
遺
跡

（河
北
町
）

子
持
勾
玉
　
古
墳
時
代

く
子
持
勾
玉

残
存
部
分
の
高
さ
は
約
６

帥


